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横大路 

まちづくりニュース 横大路 

田園まちづくり 

横大路地区まちづくり協議会（平成 22 年 4月発行） 

第 11号 

地区まちづくり計画が認定されました 

特別指定区域も指定され、４月８日に告示されました 

横大路地区の地区まちづくり計画・特別指定区域の案は、昨年11月 21日に開催し

た総会にて、審議し承認を得たものを、市長に認定申請と指定の申出を行いました。 

その後、市における審議の結果、地区まちづくり計画（まちづくりに関する方針、土

地利用計画）が無事、認定されました。そして、地縁者の住宅を建てられる区域や、新

規居住者の住宅を建てられる区域を定める「特別指定区域」が指定され、４月８日に告

示されたところです。 

当まちづくり協議会の発足以来、約１年半の活動を経て、成果の一つが実現すること

になります。今後は、この計画に基づいて、まちづくり活動を展開していきます。また、

区域の追加指定などに向けて定期的に計画を見直すことや、新たな課題が出てきた場合

に対応を協議するなど、まちづくりを継続していきたいと思います。 

なお、3月27日の総会をもちまして、まちづくり協議会会長が    に交代して

おります。今後とも、みなさんのご参加・ご協力をお願いいたします。 

 

特別指定区域が告示されると… 

今回、指定され告示されたのは、下記の２つの区域です。 

地縁者の 

住宅区域 

地縁者が住宅を建てられる区域 

地縁者とは、志方西小学校区又は隣接大字

に通算 10 年以上居住していた方 

新規居住者

の住宅区域 
誰でも住宅を建てられる区域 

 

特別指定区域の指定を受けた区域内で、建築物を建築し

ようとする人は、許可申請書を市へ提出します。 

まちづくり協議会と市が連携を取り、申請された建物の

用途や規模などが地区まちづくり計画に適合しているか

チェックします。 

許可を受けた後で、建築確認を受けて建築します。 

「地区まちづくり計画」、

「特別指定区域」に関する

資料の詳細は、横大路公会

堂および市役所都市計画課

で見ることができます。 

特別指定区域に指定されて

も手続は必要です。 

必ず事前に許可申請書を提

出し、許可を受けて下さい。 

農地に建築する場合は農地

転用の手続が別途必要です。 

※特別指定区域での建築の許可に関する詳細は、

市役所都市計画課・開発指導課までお問い合わせ

ください。 
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まちづくりに関する方針（横大路地区） 

計画の名称 横大路地区田園まちづくり計画 

目標・テーマ ～自然に恵まれた、快適な暮らしと ふれあいのある町づくり 横大路～ 

目標人口※ 
６５５人（平成１１年の人口） 

※目標人口とは、新規居住者の住宅区域の範囲を算定する基準となる過去の最大人口 

ま
ち
づ
く
り
方
針 

１．集落環境の保

全に関する事項 

戸建て住宅を中心とした、快適な生活環境を形成するため、次の方針により

整備を図る。 

・建物の高さは、１０ｍ（３階建て）以下とする。 

・合併処理浄化槽の設置を奨励し、新築時には設置を義務づける。 

・事業所や工場等については、生活環境や農業環境への影響を防止し、周辺

との調和を図る。 

２．集落景観の保

全・形成 

周辺の自然・田園景観と調和した、落ち着きある集落景観を形成するため、

次の方針により整備を図る。 

・建物はできるだけ勾配屋根とする。 

・屋根や外壁には派手な色彩を使わず、落ち着いた色調のものとする。 

・塀等を設置する場合はブロック塀を避け、できるだけ生垣等にする、ある

いは塀越しに庭木が見えるようにするなど、潤いある景観づくりに努め

る。なお、生垣や庭木は適切に管理する。 

・コンパクトにまとまった現在の集落形態を維持するため、現在の農地を保

全し、田園景観の継承を図る。 

３．公共施設の整

備を図る取組 

道路 

・町内の生活道路については、空き地化や建て替え等の

機会を捉えて順次改良（拡幅、隅切り設置、離合帯設

置、グレーチング設置等）を図る。 

・特に主要道路（東西線、南北線）については、優先的に改良に取り

組むこととし、幅員5mの確保を目指す。 

・主要な生活道路（市道）の拡幅にあたっては、道路中心線から片側

2.17mセットバックすることで有効幅員4mを確保するため、協

定道路制度等の活用を図る。 

公園 

広場 

・既存公園については、遊具の安全点検など、適正な維持管理を図る。 

・新たな公園あるいは広場の設置について検討する 

４．その他の施設

の整備を図る取

組 

・峠の池の周りや法華山谷川沿い、赤谷川沿いなどに、親水空間の整備を目

指す。（水辺を楽しめる遊歩道、散歩道、展望所、休憩所など） 

・里山の自然を活かした広場やプレーパーク（冒険遊び場）などの整備を目

指す（小山の西の平場の活用） 

・農を活かした活性化施設の整備を目指す。（農産物直売所、体験農園など） 

・公会堂の機能充実（改修、建替等）について検討する。 

５．安全安心対策 

・空き地、空き家の管理徹底に取り組む。 

・住民同士のふれあい、交流を促進し、顔の見える関係づくりに取り組む。

（伝統行事や公会堂を使った交流イベント等） 

６．歴史を活かす

取組 

・歴史的資源を守り継承する（横大路古墓、妙正寺の石棺や陣

太鼓、峠の地蔵、八紘一宇の石碑、シオカキ井戸、郷ノ口橋

の石碑、中之島の石碑、弁天堂など）。 

・祭や伝統行事などを継承する。 

７．自然を活かす

取組 

・高御位山登山道の整備に取り組む。（看板設置、マップ作成等） 

・里山の保全に取り組む。（清掃、ササ刈り、散策路整備等） 

・水辺環境の保全活用に取り組む。（峠の池や河川の清掃、管理等） 

・植樹や花づくりに取り組む。（お墓や峠の桜の管理、景観作物栽培、桜並

木の整備等） 

８．地縁者の範囲 
・小学校区とする。 

・隣接する大字まで含む。 

 

お問い 

合わせ 

◆まちづくり協議会に関することは… 

 まちづくり協議会会長（     まで 

 （電話：              ） 

◆田園まちづくり制度に関することは… 

 加古川市役所都市計画課（   ）まで 

（電話：              ） 


